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あったか家族

「一生懸命に取り組まれたことが伝わってきます。すばらしい感想がいっぱいです」

教頭から「いいこと運動」をレベルアップしよう！～「あ

ったか家族の日（毎月25日)」コラボ企画に取り組もう

～のカードを渡されました。

全校児童分のカードに目を通します。保護者の皆様の

感想に自然と目が行きます。確かに一生懸命に取り組ま

れたのだろうと感じます。「子供の活動にただ付き合っ

ているのではない、親も積極的に取り組んでいる」そん

な保護者の皆様の言葉が聞こえるようです。

・手を止めて話すことができました。目を見て話すことで子供の生き生きした表情

を感じられて、親の私もワクワクした気持ちになりました。

・家族でいることが幸せで大切なことなんだと気付きました。子供が楽しそうに話

してくれて楽しい学校生活を送れていることも分かり、よかったです。

・ソファーに乗り降りして洗濯物を干している姿、子供には重いであろう掃除機を

使っている姿、頑張って野菜を千切りしている姿、どれもほほえましくうれしか

ったです。あったかい気持ちになれました。

・「自分がこの家族でうれしい」という言葉を聞くことができました。家族団らん

の大切さを、親もまた改めて気付けるよい機会となりました。

・ご飯を食べるときテレビを消して、ゆっくりと話しながら楽しく過ごす時間は、

忙しい日々の中でとても貴重な時間だと感じました。

感想のすべてを紹介できなことが残念です。どのカードにも欄いっぱいに、あった

かエピソードが書かれています。胸が熱くなります。

読み終えて再び教頭に話しかけます。「どの家庭も『あったか家族の日』に真摯に

取り組んでいることが分かる。すばらしい」「そんな家庭環境に生活する子供たちは

幸せですね」と、教頭が応えます。「おかげで私たちもあったかい気持ちになれた」

そんな思いでしばらく幸せな会話を続けました。


